
１ 養殖概況 
・現在、大割展開、網洗いが行われています。 
・研究所持ち込みの網糸で、色調の低下（軽度）を確認しました。 
 
２ 海況（１７日満潮後2時間・右表） 

水 温：平均１８.０℃と、平年より０.８℃高めでした。 
比 重：平均２２.６でした。 
栄養塩：平均４.２マイクロ（μg･at/L）でした。 
プランクトン：主な種類は、珪藻（ｺｼﾉﾃﾞｨｽｶｽ）でした。 

 
３ ノリ芽検診の結果（１４日研究連合会：網糸１１７本） 
・最大葉長は０.６mm、最大葉長の平均は０.４mm と平年並でした。 
・色調は全て正常でした。 
・二次芽は、「普通」が２％、「少ない」が６７％、「なし」が３１％でした。 
・アオノリは、「なし」が ９７％、「少ない」が３％でした。 
・芽イタミは、「なし」が ６４％、「軽症」が ３０％、「中症」が６％でした。 
 症状は、「死細胞」が６５％、「くびれ」が３５％でした。 
 
4 今後の管理 
・栄養塩の少ない状態が続いています。展開は岸寄り漁場から行い、今後

の栄養塩情報を参考にしながら進めてください。 
・二次芽の着生促進と健全な冷凍網の入庫に向け、適度な干出、網洗いを

行ってください。 
・干出時間は、昼間の干潮で２～３時間を目安としてください。 
・網の水位は２２日まではハラで１.７m、２３日以降はハラで２.０ｍを

目安とし、潮の引き具合、重ね枚数、天候等に応じて調節してください。 
 
・１１月１８日(火)に、研究連合会が本日実施した干潮時の栄養塩調査 

情報を発行予定です。 
・次回の調査は１１月１９日(水)に行う予定です。 

１１月１７日（旧暦２８日）の海況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※プランクトン沈殿量は速報値です 

ノ リ 養 殖 情 報    第 ４ 号 
令和７年１１月１７日（採苗１３日後） 

福岡県水産海洋技術センター有明海研究所 

漁場名 調査点
水温

（℃）
比重

栄養塩

(μg・at/L)

ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ

(cc/100L)

４号 １ 16.3 19.7 16.1   0.4  

６（２）号 １２ 17.6 21.8 5.2   -

七つはぜ １１ 18.3 23.2 3.5   0.7  

よりあわせ Ａ 17.3 21.1 7.0   -

えどなかつ ２ 17.8 21.9 3.6   -

にしのつ ３ 18.1 22.5 2.4   0.8  

たかつ ４ 17.9 22.6 2.6   -

せいどまり Ｂ 18.2 22.6 3.0   0.9  

１３号 １０ 17.7 22.6 1.9   -

２０号 ９ 17.8 22.6 1.9   0.6  

２４号 ８ 17.5 22.2 2.5   -

ひゃっかん ５ 18.2 23.0 3.3   0.5  

２２(１)号 ６ 18.3 23.4 2.3   -

２５号 ７ 18.3 23.2 3.9   0.7  

３３号 １６ 18.5 23.4 2.9   -

４３号 １３ 18.5 23.5 3.6   0.7  

４３号 １４ 18.3 22.7 8.5   -

４４号 １５ 18.6 23.6 3.1   0.7  

４５号 Ｃ 18.4 23.3 2.9   -

18.0 22.6 4.2   0.7  平  均


